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令和４年第４回美濃市議会定例会議案概要 

 

《提出議案》    決算認定  ８件、補正予算  ５件 

条例制定  １件、条例改正  １件 

人事案件  ２件、その他   １件  

請  願  １件               合計１９件 

 

議案番号 議案名 上程日 議決日 結果 

認第 1 号 
令和３年度美濃市一般会計歳入歳出決算の認定

について 
9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

認第 2 号 
令和３年度美濃市国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について 
9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

認第 3 号 
令和３年度美濃市農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 
9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

認第 4 号 
令和３年度美濃市下水道特別会計歳入歳出決算

の認定について 
9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

認第 5 号 
令和３年度美濃市介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について 

9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

認第 6 号 
令和３年度美濃市後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について 
9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

認第 7 号 
令和３年度美濃市病院事業会計決算の認定につ

いて 
9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

認第 8 号 
令和３年度美濃市上水道事業会計決算の認定に

ついて 
9 月 5 日 9 月 28 日 認定 

議第 44号 令和４年度美濃市一般会計補正予算（第６号） 9 月 5 日 9 月 28 日 可決 

議第 45号 
令和４年度美濃市国民健康保険特別会計補正予

算（第１号） 
9 月 5 日 9 月 28 日 可決 
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議案番号 議案名 上程日 議決日 結果 

議第 46 号 
令和４年度美濃市農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号） 
9 月 5 日 9 月 28 日 可決 

議第 47 号 
令和４年度美濃市下水道特別会計補正予算（第

１号） 
9 月 5 日 9 月 28 日 可決 

議第 48号 
令和４年度美濃市介護保険特別会計補正予算

（第２号） 
9 月 5 日 9 月 28 日 可決 

議第 49号 
美濃市職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例について 
9 月 5 日 9 月 28 日 可決 

議第 50 号 
美濃市民の歯と口腔の健康づくり推進条例につ

いて 
9 月 5 日 9 月 28 日 可決 

議第 51 号 
令和３年度美濃市上水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について 
9 月 5 日 9 月 28 日 可決 

議第 52 号 美濃市教育委員会委員の任命について 9 月 5 日 9 月 5 日 同意 

議第 53 号 人権擁護委員候補者の推薦について 9 月 5 日 9 月 5 日 同意 

請第 1 号 消費税インボイス制度実施延期を求める請願 9 月 5 日 9 月 28 日 不採択 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 
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認第 １ 号 令和３年度美濃市一般会計歳入歳出決算の認定について 

   （内容） 

歳 入 １１，６１４，４６４，０６１ 円 

歳 出 １０，６１５，１９７，７６０ 円 

歳 入 歳 出 差 引 額 ９９９，２６６，３０１ 円 

翌年度へ繰り越すべき財源 ３７５，４０１，６００ 円 

実 質 収 支 額 ６２３，８６４，７０１ 円 

 

認第 ２ 号 令和３年度美濃市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

   （内容） 

歳 入 ２，４７６，２１５，７１１ 円 

歳 出 ２，４０９，７８７，２４８ 円 

歳 入 歳 出 差 引 額 ６６，４２８，４６３ 円 

 

認第 ３ 号 令和３年度美濃市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

   （内容） 

歳 入 ２２８，６１１，５６３ 円 

歳 出 ２２８，５８６，１０２ 円 

歳 入 歳 出 差 引 額 ２５，４６１ 円 

 

認第 ４ 号 令和３年度美濃市下水道特別会計歳入歳出決算の認定について 

   （内容） 

歳 入 ９６５，８４４，１６７ 円 

歳 出 ９６５，７８２，７９４ 円 

歳 入 歳 出 差 引 額 ６１，３７３ 円 

 

認第 ５ 号 令和３年度美濃市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

   （内容） 

歳 入 ２，１６７，７３０，２９４ 円 

歳 出 ２，１１２，０１９，６４８ 円 

歳 入 歳 出 差 引 額 ５５，７１０，６４６ 円 

 

認第 ６ 号 令和３年度美濃市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

   （内容） 

歳 入 ５５２，９３９，０８２ 円 

歳 出 ５４８，８２９，６９９ 円 

歳 入 歳 出 差 引 額 ４，１０９，３８３ 円 
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認第 ７ 号 令和３年度美濃市病院事業会計決算の認定について 

   （内容） 

収 益 的 収 入 ２，７３４，４４２，８１８ 円 

収 益 的 支 出 ２，６７７，３１１，６６７ 円 

差 引 ５７，１３１，１５１ 円 

資 本 的 収 入 １６６，９２９，０００ 円 

資 本 的 支 出 ４８８，１１４，３３５ 円 

差 引 △３２１，１８５，３３５ 円 

     資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３２１，１８５，３３５円は、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８０６，３８６円、過年度分

損益勘定留保資金３２０，３７８，９４９円で補填した。 

 

認第 ８ 号 令和３年度美濃市上水道事業会計決算の認定について 

   （内容） 

収 益 的 収 入 ４２０，９９１，０３５ 円 

収 益 的 支 出 ３６３，３７７，２９２ 円 

差 引 ５７，６１３，７４３ 円 

資 本 的 収 入 ５３，２７６，５００ 円 

資 本 的 支 出 １８５，３５４，９０１ 円 

差 引 △１３２，０７８，４０１ 円 

     資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１３２，０７８，４０１円は、

減債積立金６０，０００，０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額６，１５２，５９６円、過年度分損益勘定留保資金６５，９２５，８

０５円で補填した。 

 

議第４４号 令和４年度美濃市一般会計補正予算（第６号） 

   （内容）補 正 額     ３０４，８０２ 千円 

       補正後の額  １０，５６６，４９３ 千円 

 

議第４５号 令和４年度美濃市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

   （内容）補 正 額      ２８，２７９ 千円 

       補正後の額   ２，６０１，１８９ 千円 

 

議第４６号 令和４年度美濃市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

   （内容）補 正 額      １１，０４０ 千円 

       補正後の額     ２３１，４５１ 千円 
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議第４７号 令和４年度美濃市下水道特別会計補正予算（第１号） 

   （内容）補 正 額      １９，４２３ 千円 

       補正後の額   １，０００，５４７ 千円 

 

議第４８号 令和４年度美濃市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

   （内容）補 正 額      ３１，２８５ 千円 

       補正後の額   ２，１４４，４０８ 千円 

 

議第４９号 美濃市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

   （改正趣旨） 

     地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０号）及び人事院

規則１９－０（職員の育児休業等）の改正に伴い、育児と仕事の両立支援につい

て、国家公務員との権衡を図るため所要の改正を行う。 

   （主な改正内容） 

    ・非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和 

・任期を定めて採用された職員の任期の更新等があった場合の規定の整備 

・１歳から１歳６か月までの子を養育する非常勤職員の夫婦交替での取得や、特

別の事情がある場合の柔軟な取得を可能とするための規定の整備 

   （施行期日） 

     令和４年１０月１日（一部規定は公布の日） 

 

議第５０号 美濃市民の歯と口腔の健康づくり推進条例について 

   （制定趣旨） 

     歯科口腔保健の推進に関する法律（平成２３年法律第９５号）の趣旨を踏まえ、

市民の歯と口腔(くう)の健康づくりを総合的かつ計画的に推進し、もって市民の

生涯にわたる健康の保持及び増進並びに健康寿命の延伸に寄与することを目的

に、この条例を制定するもの。 

   （主な制定内容） 

    １ 市民の歯と口腔の健康づくりの推進に関する基本方針を定める。 

２ 市の責務並びに市民及び歯科医療等業務従事者等の役割を明らかにする。 

３ 市の基本的施策を定める。 

   （施行期日） 

    令和４年１０月１日 
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議第５１号 令和３年度美濃市上水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

   （内容） 

     令和３年度美濃市上水道事業会計未処分利益剰余金を処分するもの。 

      ・処 分 額  １１１，５８６，４７０円 

      ・内  訳   減債積立金に積立て  ５１，５８６，４７０ 円 

              資本金に組み入れ   ６０，０００，０００ 円 

 

議第５２号 美濃市教育委員会委員の任命について 

   （内容） 

     美濃市教育委員会委員の任期満了に伴う任命（再任） 

      氏  名  別府 徹也 

      任  期  令和８年９月３０日まで（４年） 

 

議第５３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

   （内容） 

     人権擁護委員の任期満了に伴う候補者の推薦（再任） 

      氏  名  野倉 照子 

      任  期  令和７年１２月３１日まで（３年） 

 

請第 １ 号 消費税インボイス制度実施延期を求める請願 

（請願趣旨） 

新型コロナウイルス収束や景気回復が見通せないなかで、2023年10月からの

インボイス制度実施に向けた準備が進められています。 

     これまでは、基準期間の売上が1000万円以下であれば消費税の納税は免除さ

れていましたが、インボイス制度の登録業者になれば売上高にかかわらず消費

税申告が求められます。 

 消費税は消費者が払った預り金だから、免税業者が納税しないことで益税論

が出ています。しかし消費税法や通達において、一度たりとも、消費税が預り

金とも預り金的性格のものであると明記されていません。消費税は消費者が払

う税ではなく、課税売上から課税仕入れを差し引いた金額の消費税を業者が納

税する税であり、法人税や所得税同様、付加価値にかかる税金です。 

     他の付加価値税には零細業者に配慮した免税点や控除があります。しかし消

費税インボイス制度では、登録業者選択で年間売上１万円でも消費税申告とな

ります。 

     小規模事業者数の減少に歯止めがかからない日本において、地域経済の活性

化のためには、起業や事業承継であらたな事業者・雇用を生み出さなければな
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りません。事業者として未熟な開業した時から、消費税の事務負担と税負担で

は、次代を担う事業者や新産業の芽をつぶすことになるでしょう。 

     日本経済は30年成長が止まった国と言われています。今やるべきことはコロ

ナ対応、原材料高騰・資材不足対策であり課税強化ではありません。また制度

の周知ができていない現状での実施は、事業者間で混乱を招きます。 

     消費税インボイス制度の実施を再考するため、当面延期すべきです。 

     よって、以上の理由により次の請願をいたします。 

 

（請願項目） 

    １ インボイス制度（適格請求書保存方式）実施延期を求める意見書を国に提

出してください。 


